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　市民の生命や財産を守るため、消防・救急は、24時間体制
で活動しています。毎日、厳しい訓練を重ね、突然の事故・
災害の発生に備えます。その活動を、昨年の火災・救急出動
の状況と合わせてお知らせします。

（☎373-3100）
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　消防士になって３年目の吉野さん
は、今年度から救助担当になりまし
た。「中学生のとき、消防士の活躍を
ドキュメンタリー番組で見てカッコ
イイ！」と思ったのがきっかけ。
　高校生のときには、消防救助技術
を競う全道大会の見学までしたそう
です。ことし７月には、そのとき見
学した大会への出場を予定していて、
自主練にも励んでいます。
　今はまだ、事故や災害で救助をし
た経験はないそうですが、「まちが平
和だということなので、良いこと」
と語ります。いざというときに備え、
今日も訓練に余念はありません。

　

平
成
27
年
の
火
災

発
生
件
数
は
20
件
、

そ
の
う
ち
最
も
多
か

っ
た
の
は
建
物
火
災

の
15
件
で
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
死
者

が
１
人
、
負
傷
者
が

　

火
災
の
原
因
と
し
て
は
、
た
ば
こ
、
こ

ん
ろ
、
電
気
配
線
な
ど
か
ら
の
出
火
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。逃
げ
遅
れ
を
減
ら
す
た
め
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

す
で
に
設
置
し
て
い
る
家
庭
で
も
定
期
的

に
点
検
し
、
電
池
切
れ
や
故
障
し
て
い
た

場
合
は
、
す
ぐ
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

■火災発生件数と内訳の推移（件）

建
物

平成 23 24 25 26 27 年

車
両

そ
の
他

10 10
14 11

15

9

1

5

4
2
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1

林野
17

5 3

23

12

26

21 20

消
防
１
課　

吉
野
駿
也

消
防
１
課　

吉
野
駿
也

２
人
発
生
し
て
い
ま
す
。

引き継ぎを終え、勤務終了。夜間に１度出動しましたが、救助活動が必要な事
案ではありませんでした。事故や災害のない日が、長く続くことを願います。

　火災で逃げ遅れた方などを救出す
るのが救助担当。救出後は消火活動
にも加わるなど、一人で何役もこな
す消防の精鋭部隊です。
　その中でも期待の若手・吉野消防
士に密着取材しました！

０：00０：00

６：00６：00

12：0012：00

18：0018：00

業務の引き継ぎから、一日の勤務
が始まります。今日は広報の取材
を受けることも報告されました。

８：45

８：45
迅速に出動できるよう、サイレン
や赤色灯など、車両に不備がない
か毎朝点検します。

８：55

車両に搭載する無線は、消防本部
にある司令室との通信に必要不可
欠。感度が良好か毎朝点検します。

９：05

ボンベとマスクをつなぎ、空気が
漏れないかなどを点検します。防
火衣など一式で、重さは20㎏！

９：10

訓練で緊張が続く中、食事の時間
は、ほっと一息。体を酷使してい
るため、濃い味付けの食事です。

17：15

腰にロープを結び付ける訓練。消
防救助の大会へ向けて特訓中。こ
のロープだけで体重を支えます。

18：00

さまざまな状況を想定して行いま
す。今日は、崖下など低所にいる
けが人を救出する訓練を実施。

13：00

休憩時に仮眠を取ります。途中、
１時間交代で１１９番の受け付け
も。この日は0：00～1：00を担当。

22：00
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送
し
た
人
数
は
１
７
９
７
人
。そ
の
う
ち
、

入
院
の
必
要
が
な
い
軽
症
者
が
約
半
数
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

中
に
は
、
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車

を
利
用
す
る
例
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、救
急
車
の
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

不
適
正
利
用
が
増
え
る
と
、
本
当
に
救
急

車
が
必
要
な
場
合
に
影
響
が
出
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
市
内
の

公
共
施
設
や
ス
ー
パ
ー
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
・

ト
イ
レ
な
ど
で
、
こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
ご

覧
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。　

　

救
急
車
の
適
正
利
用
と
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
多
く
の

方
へ
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
作
製
し
ま
し

た
。自
分
や
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、

見
掛
け
た
と
き
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く

だ
さ
い
ね
。

　

平
成
27
年
の
救
急
出
動
件
数
は
、
３
年

連
続
で
２
０
０
０
件
を
超
え
ま
し
た
。
地

区
別
で
は
、
東
部
地
区
が
最
も
多
く
、
次

い
で
北
広
島
団
地
地
区
と
続
き
ま
す
。

　
消
防
隊
が
出
動
す
る
こ
と
も

　

救
急
出
動
の
と
き
に
、
消
防
隊
が
一
緒

に
出
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
交
通
事

故
の
現
場
で
二
次
災
害
を
防
止
す
る
た
め

や
、
心
肺
停
止
で
迅
速
な
救
命
活
動
が
必

要
だ
と
判
断
し
た
場
合
な
ど
で
す
。
平
成

■救急出動件数と搬送人数の
　比較

平成17 25 26 27 年

1,936
人1,713

人

1,980
人 1,797

人

2,113件
1,838件

2,170件
2,022件

27
年
は
二
次
災
害
防
止
で
63
件
、
救
命
活

動
で
１
６
０
件
の
出
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

消
防
隊
が
出
動
す
る
理
由

　

例
え
ば
心
肺
停
止
な
ど
の
場
合
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
ほ
か
、
多
く
の
救
急
資
機

材
を
使
用
し
て
高
度
な
救
命
処
置
を
行
い

ま
す
。
と
同
時
に
、
家
族
へ
状
況
を
説
明

し
、
搬
送
す
る
病
院
も
探
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
全
て
を
迅
速
に
行
う
た
め
、

救
急
隊
に
加
え
て
、
消
防
隊
が
出
動
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

「
救
急
車
を
呼
ん
だ
の
に
消
防
車
が
来

た
」
と
驚
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

救
急
車
の
適
正
利
用
を

　

平
成
27
年
に
、
救
急
出
動
で
病
院
へ
搬

救急指令課　石黒雄己救急指令課　石黒雄己

救急指令課　岡部遼典救急指令課　岡部遼典

　父親が消防士だという石黒さん。同じ道
を志し、まずは就職後にも役立つ、救急救
命士の資格を取ろうと専門学校に通ったそ
うです。「学生時代、目の前で人が倒れると
ころに遭遇しました。でも自分は慌てるだ
けで、何もできず悔しかったです」。これを
きっかけに、人命救助に携わりたいという
思いが、より一層強まりました。
　やりがいを尋ねると「苦しんでいる方を
助けることができ、感謝されるとうれしい
ですね」と語る一方、「間に合わなかったと
きなど、ご家族が悲しむ姿を見るのはつら
いです」。
　昨年の市内の救急出動件数は、一日平均
5.5件。今回の勤務で石黒さんは、２件の
救急出動がありました。

＊ろれつが回らないなど、
普段と様子が違うときは、
ためらわずに救急車を呼ん
でください。

■平成27年
　程度別の搬送人数

軽症
873人中等症

766人

　重症
118人

死亡40人

詳しくは、救急
指令課（☎373-
2322）にお問い
合わせください。

広報　 　－ 2016.3.1 4



　

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち

で
守
る
―
―
地
域
の
安
全
と
安
心
の

た
め
に
活
動
す
る
消
防
団
の
精
神
で

す
。
団
員
は
、
自
営
業
や
会
社
員
な

ど
本
業
の
傍
ら
、
防
火
・
防
災
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
全
体
を
総
括
す
る
本
部
の
ほ
か
、

東
部
・
北
広
島
団
地
地
区
、
輪
厚
地

害
が
広
範
囲
に
及
ん
だ
た
め
、
地
域
の
実

情
を
よ
く
知
る
消
防
団
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。
地
域
の
防
災
力
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

　

電
気
器
具
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
便
利

に
し
て
く
れ
る
一
方
、
使
い
方
を
誤
る
と

火
災
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
に
全
国
で
発
生
し
た
火
災
の

う
ち
、
発
火
源
別
の
死
者
数
で
は
、
電
気

ス
ト
ー
ブ
や
電
気
器
具
な
ど
の
電
気
関
係　

火
災
が
全
体
の
24
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

主
な
原
因
と
し
て
は
、
使
用
者
の
不
注

意
や
不
適
切
な
管
理
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

■
火
災
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

●
タ
コ
足
配
線
を
し
な
い

●
電
気
コ
ー
ド
を
束
ね
な
い

●
電
気
コ
ー
ド
に
重
い
も
の
を
乗
せ
な
い

●
電
源
プ
ラ
グ
に
、
ほ
こ
り
を
た
め
な
い

　

灯
油
は
、
北
国
で
の
生
活
に
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
す
が
、
引
火
性
が
あ
る
危
険

物
で
す
。
取
り
扱
い
を
誤
る
と
、
大
き
な

火
災
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
に
は
、
数
百
リ
ッ
ト
ル

の
灯
油
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
万
が
一

流
出
し
た
場
合
、
火
災
の
危
険
が
高
ま
る

だ
け
で
な
く
、
下
水
道
へ
の
流
入
や
河
川

の
汚
染
な
ど
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
日
頃
か
ら
の
点
検
で
、
事
故
を
未
然

に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

紙芝居を使った防火教室。女
性団員も活躍しています！

　

消
防
・
救
急
で
は
日
々
訓
練
を
重
ね
、

火
災
や
事
故
、
災
害
の
発
生
に
備
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を

守
る
に
は
、
消
防
団
を
は
じ
め
と
し
た
地

域
の
皆
さ
ん
の
力
が
不
可
欠
で
す
。
ま
ず

は
私
た
ち
一
人
一
人
が
、
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■第３分団（大曲地区）の車両を更新
昨年12月、防衛省の交付金を活用して小
型動力ポンプ付積載車を更新。今後、他
の分団の車両も順次更新する予定です。

エンジンカッターやチェーンソー、担架、応急
処置セットなど救急救助活動用の資機材を装備
し、幅広い災害活動に対応します。

第３分団団員　小林和雄さん第３分団団員　小林和雄さん

区
、
大
曲
地
区
、
西
の
里
地
区
に
４
つ
の

分
団
が
あ
り
ま
す
。

　

消
防
団
は
、
地
域
に
お
け
る
消
防
・
防

災
の
リ
ー
ダ
ー
。
東
日
本
大
震
災
で
は
被

消火用資機材の小型動力ポンプは、
持ち運びもできます。

　昨年５月に入団した
小林さん。「消防団が人
員不足で、機能しなく
なる恐れがあるという
新聞記事を読み、背中
を押されました」と、
きっかけを語ります。
　東日本大震災で消防
団が活動したことは知
っていましたが、仕事

と両立できるかが心配で、入団をためらってい
たそう。「３人の子どもを持ち、地域の防災につ
いて真剣に考えるようになりました。悩むのは
やめて、まずは入団してみることに」と話す表
情は、とても力強いものでした。

消防団員は随時募集しています　
　入団資格は、市内にお住まいで心身ともに健
康な18歳以上。住んでいる地区の分団に所属し、
活動します。現在、大曲と輪厚地区で団員が不
足しています。詳しくは、消防本部総務課（☎
373-3100）にお問い合わせ
ください。
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き
た
ひ
ろ
　
ま
い
ピ
ー

　

稲
穂
が
入
っ
た
籠
を
腰
に
ぶ
ら
下
げ
、

赤
い
髪
を
リ
ボ
ン
で
結
ん
だ
着
ぐ
る
み

を
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
見
掛
け
た
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
北
広
島
商
工
会

が
市
の
広
報
活
動
の
た
め
に
募
集
し
た
、

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
き
た
ひ
ろ　

ま
い
ピ
ー　
（
以
下
、
ま
い
ピ
ー
）」だ
。

中
山
久
蔵
翁
が
寒
地
稲
作
に
成
功
し
た

赤
毛
種
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
ま
い
ピ
ー

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
は
、
道
都
大
学
に

通
っ
て
い
る
斉
藤
は
つ
め
さ
ん
だ
。

　

ま
い
ピ
ー
は
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
で

活
動
す
る
ほ
か
、
バ
ッ
ジ
や
メ
モ
帳
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
の
関
連
グ
ッ
ズ
が
作

ら
れ
た
り
、
自
動
販
売
機
や
ト
ラ
ッ
ク

に
描
か
れ
た
り
し
て
い
る
。

　
　

絵
を
描
く
こ
と
が
好
き

　

道
南
の
松
前
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
斉

藤
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
絵
を
描

く
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
そ
う
。中
学
、

高
校
で
は
美
術
部
に
所
属
し
て
い
た
。

「
初
め
て
油
絵
を
描
い
た
り
、
コ
ン
ク

ー
ル
に
作
品
を
応
募
し
た
り
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
」と
話
す
。

　
　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制
作

　

大
学
に
入
学
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
、

商
工
会
で
行
っ
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

募
集
の
こ
と
を
知
っ
た
。
大
学
で
習
っ

た
ば
か
り
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
ス
を
駆
使
し
、
描
い
た
イ
ラ
ス

ト
は
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
に
。
ま
い
ピ
ー

の
誕
生
だ
。「
勉
強
の
つ
も
り
で
応
募
し

た
の
に
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
決
ま
っ
て
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

大
学
３
年
の
と
き
制
作
し
た
「
シ
カ

ぼ
う
」
は
、
道
都
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
選
ば
れ
た
。
構
内
に
飾

ら
れ
て
い
る
鹿
の
剥
製
が
ヒ
ン
ト
に
な

っ
た
の
だ
そ
う
。
そ
の
他
に
、
道
の
駅

望
洋
中
山
の
「
あ
げ
ポ
ン
」
や
、
五
稜

郭
の
「
か
く
ル
ン
」
な
ど
も
手
掛
け
た
。

　

昨
年
、
斉
藤
さ
ん
が
挿
絵
を
担
当
し

た
電
子
版
の
絵
本
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
通
販
サ
イ
ト
で
発
売
さ
れ
た
。
北

海
道
に
稲
作
を
広
め
た
中
山
久
蔵
翁
の

物
語
だ
。「
久
蔵
さ
ん
が
稲
作
に
成
功
し

た
当
時
の
顔
や
服
装
な
ど
の
資
料
が
、

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
苦
労
し
ま

し
た
」
と
語
る
。

　
　

旅
立
ち
の
春

　

大
学
に
入
学
す
る
ま
で
北
広
島
の
こ

と
は
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
斉
藤
さ
ん
。

大
都
市
で
も
な
く
田
舎
で
も
な
い
北
広

島
は
暮
ら
し
や
す
か
っ
た
そ
う
。「
大
学

で
は
、
思
う
存
分
デ
ザ
イ
ン
の
勉
強
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
学
生
生

活
で
し
た
」
と
満
足
そ
う
。

　

４
月
か
ら
は
就
職
の
た
め
、
札
幌
で

暮
ら
す
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。「
ま
い

ピ
ー
を
見
る
機
会
が
減
る
の
で
、
テ
レ

ビ
な
ど
に
出
演
し
て
く
れ
た
ら
う
れ
し

い
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
も
、
創
作
活
動
は

続
け
る
と
い
う
斉
藤
さ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
、
み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
生
み
出
す
こ
と
だ
ろ
う
。

電子版の絵本「赤毛米をそだてた久
ぞうさん」

ご当地キャラクター
「きたひろ　まいピー」

道都大学キャラクター
「シカぼう」

さいとう・はつめ
道都大学美術学部デザイン学科４年。
北広島市のご当地キャラクター「き
たひろ　まいピー」をデザイン。
道都大学のイメージキャラクター「シ
カぼう」や、道の駅望洋中山の「あ
げポン」なども手掛けた。
昨年、発売された電子版の絵本「赤
毛米をそだてた久ぞうさん」の挿絵
を担当。学生生活の集大成として取
り組んだ油絵は、道展で入選してい
る。

きたひろ　まいピーの生みの親

斉藤はつめ さん

創作活動を続けていきたい
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広
葉
中
学
校
で
は
、
生
徒
が
仲
良
く
、
そ
し
て
居
心

地
の
良
い
学
校
を
目
指
す
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
１
つ
が
い
じ
め
撲
滅
集
会
で
す
。
今
年
度
は
、

生
徒
会
役
員
で
考
え
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
劇
に
し
て
、
い

じ
め
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
ま
し
た
。

集
会
後
、
い
じ
め
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
カ
ー
ド
に

書
き
、
そ
れ
を
１
つ
の
模
造
紙
に
ま
と
め
て
生
徒
玄
関

に
掲
示
し
、
生
徒
一
人
一
人
の
思
い
を
全
校
に
伝
え
て

い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
あ
い
さ
つ
運
動
で
す
。
明
る
く
気
持
ち
の

良
い
あ
い
さ
つ
は
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

円
滑
に
し
ま
す
。
あ
い
さ
つ
運
動
で
感
じ
た
生
徒
会
役

員
の
思
い
を
機
関
誌
に
ま
と
め
、
全
校
に
配
布
し
ま
し

広葉中学校２年

「いごこち」の良い
学校を目指して

いじめ撲滅集会の様子
滝川あかりさん
（生徒会長）

た
。
ま
た
、
あ
い
さ
つ
す
る

場
所
を
変
え
た
り
、
双
葉
小

と
合
同
あ
い
さ
つ
運
動
を
行

っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
明
る
く
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

今
後
も
気
持
ち
が
伝
わ
る
あ

い
さ
つ
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

　

平
成
23
年
か
ら
は
、
分
別
し
て
集
め
ら

れ
た
生
ご
み
も
含
め
た
バ
イ
オ
ガ
ス
化
処

理
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ガ
ス
は
燃
料
と
し

て
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。
先
進
的
な
取
り

組
み
が
認
め
ら
れ
、
同
年
、
国
土
交
通
大

臣
賞
「
循
環
の
み
ち
下
水
道
賞
」
を
受
賞
。

　

平
川
セ
ン
タ
ー
長
は
「
生
ご
み
を
分
別

収
集
す
る
こ
と
で
、
廃
棄
物
に
な
る
も
の

が
肥
料
や
燃
料
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

処
理
費
用
が
削
減
さ
れ
、
ご
み
の
最
終
処

分
場
の
延
命
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

市
指
定
の
黄
色
い
ご
み
袋
に
入
れ
て
、
分

別
収
集
に
協
力
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と

呼
び
掛
け
ま
す
。
毎
年
、
市
内
の
小
学
生

　

市
内
で
排
出
さ
れ
た
下
水
お
で
い
、
生

ご
み
、
し
尿
な
ど
を
脱
水
・
乾
燥
し
て
作

る
乾
燥
お
で
い
肥
料「
あ
し
る
の
め
ぐ
み
」。

総
生
産
量
の
９
割
が
緑
化
や
農
業
用
の

肥
料
に
使
用
さ
れ
、
１
割
は
市
民
に
予
約

販
売
し
、
家
庭
菜
園
な
ど
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
化
学
肥
料
を
含
ま
ず
、
有
機
質

が
多
い
の
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
と

大
好
評
。
毎
年
多
く
の
予
約
が
入
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
肥
料
を
作

っ
て
い
る
の
が
、

富
ヶ
岡
に
あ
る
北

広
島
下
水
処
理
セ

ン
タ
ー
（
愛
称
あ

し
る
）
で
す
。
昭

和
47
年
か
ら
運
転

を
始
め
、
市
内
全

域
の
下
水
処
理
を

担
っ
て
い
ま
す
。

乾
燥
お
で
い
肥
料

の
生
産
は
昭
和
54

年
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。

や
リ
サ
イ
ク
ル
見
学
会
参

加
者
が
訪
れ
、
肥
料
が
で

き
る
過
程
を
見
学
し
、
生

ご
み
分
別
の
大
切
さ
を
実

感
す
る
そ
う
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
稼
動
は
24

時
間
体
制
。
暮
ら
し
に
欠

か
せ
な
い
下
水
処
理
を
、

今
日
も
多
く
の
ス
タ
ッ
フ

が
支
え
て
い
ま
す
。

壁や天井を管やケーブ
ルが伝い、長い通路は
どこまでも伸びている
かのよう…

あしるのめぐみ予約
販売については、本
紙12ページをご覧く
ださい。

見学会の様子

センター内部
をのぞいてみ
ました！

大きな管は大量の汚水を運
んでいます

この床下は汚水をためる水
深５mの沈殿池です

地下は汚水管とポンプが複
雑に入り組んでいます NO.107

広報　 　－ 2016.3.17



　平成８年４月25日までに生まれ、日本国
籍を持ち、次のいずれかに該当する方
●生まれてから引き続き、北広島市に住所
を有する
●１月11日までに北広島市に転入の届け出
をし、４月11日まで引き続き住んでいる
●12月24日以降に転出し、転出先の市町村
の選挙人名簿に登録されていない
◆投票方法
　候補者氏名を書いて投票（小選挙区選挙）

午前７時～
　　午後８時 問合せ　選挙管理委員会事務局（内線728）

職種・
募集人数

①対象（年齢は４月１
日現在）　②採用期間　
③勤務時間など

報酬・
賃金

④必要書類　
⑤提出先・問合せ

投票事務
臨時職員
＝20人程度

①市内にお住まいで、
18歳以上（学生可）　
②・③　●投票日の前
前日か前日＝投票所の
準備（１時間程度）　
●投票日＝午前６時30
分～午後８時30分
＊４月21日㈭の事務従
事者説明会に必ず出席
してください。

1万4,200
円（通勤
手当を含
む）

④履歴書用写真
（学生証か普通自
動車運転免許証の
写しでも可）
⑤本人が直接、職
員課（内線727）
＊所定の申込書に
必要事項を記入し
てもらいます。

期日前・
不在者投
票事務臨
時職員＝
16人程度

①市内にお住まいで、
簡単なパソコン操作が
できる方　
②４月12日～23日　
③午前８時15分～午後
２時30分と午後２時15
分～８時30分の２交代
制（勤務時間は選べま
せん）

日額4,700
円と通勤
手当

④履歴書（写真付
き）　
⑤本人が直接、職
員課（内線727）

期日前・
不在者投
票立会人
＝10人程度

①市内にお住まいで、
選挙権がある方　
②４月13日～23日のう
ち１～３日程度　
③午前８時15分～午後
８時15分

日額9,500
円と通勤
手当

④履歴書（写真付
き）　
⑤本人が直接、選
挙管理委員会（内
線728）

申込期限３月15日

　新庁舎建設に伴い、期
日前投票所の会場と選挙
管理委員会事務局が中央
公民館へ移転します。

●
市
役
所

セブン
イレブン
●
東記念館●

●

恵
庭
↓

↑
札
幌

道
道
江
別
恵
庭
線

中央
公民館

　仕事や旅行、レジャー、冠婚
葬祭などで投票日に投票できな
い場合は、期日前投票をしまし
ょう。
日程　４月13日㈬～23日㈯　
時間　午前８時30分～午後８時
会場　中央公民館
＊投票所入場券裏面の宣誓書に
記入し持参すると、受け付けが
早く済みます。投票所入場券が
なくても投票できます。
◆各地区に特設会場を設けます
日程・会場　
●大曲会館＝４月19日㈫
●農民研修センター＝４月20日㈬
●西の里会館＝４月21日㈭
時間　午前９時～午後７時

種類 区分 程度
身体障害
者手帳

両下肢・体幹・移動
機能の障がい

１・２級

心臓・腎臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小
腸の障がい

１・３級

肝臓・免疫の障がい １～３級
戦傷病者
手帳

両下肢・体幹の障がい 特別項症～
第２項症

心臓・腎臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小
腸・肝臓の障がい

特別項症～
第３項症

介護保険
被保険者証

要介護状態区分が要介護５

◆他の市町村での不在者投票
　選挙期間中に仕事や旅行などで他の市町
村に滞在する方は、滞在地の選挙管理委員
会で不在者投票をすることができます。北
広島市の選挙管理委員会に投票用紙を請求
してください。
◆病院や施設などでの不在者投票
　指定の病院や老人ホームなどに入院・入
所していて投票所で投票できない方は、病
院や施設に申し出てください。
◆郵便などによる不在者投票
　下表のいずれかに該当し、投票所に行く
のが困難な方は、郵便などで投票すること
ができます。この方法を利用するには、郵
便等投票証明書が必要です。事前に選挙管
理委員会に申請してください。
＊期限切れの証明書をお持ちの方や、他の
市町村から転入した方は、新たに手続きが
必要です。早めに申請をしてください。

４月
　24日日
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は
ま
な
す
杯
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会
は
、
平
成
元
年
に

「
は
ま
な
す
国
体
」
の
空
手
道
競
技
が
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た

の
を
き
っ
か
け
に
、
18
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
大
会

で
10
回
目
を
迎
え
、
当
市
で
の
開
催
は
最
後
と
な
り
ま
す
。

　

大
会
期
間
中
は
、
多
く
の
選
手
・
関
係
者
が
市
内
を
訪
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
歓
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
教
委
社
会
教
育
課

　
　
　

（
☎
372
〜
３
３
１
１
・
内
線
６
７
３
）

昨年の北海道代表は、男
子が都道府県別で２位と
健闘。ことしも男女24人
の活躍が期待されます。

１・２年生が、男女・学年
別の８部門で競います。個
人戦のほか、各種目の上位
入賞者の得点で都道府県の
順位が決まります。

北海道空手道連盟会長　斉藤栄吉さん

　北広島の皆さんには、毎年開催にご協力いただき、空手
道関係者を代表してあらためて感謝申し上げます。
　はまなす杯も10回目を迎え、全国大会としてすっかり定
着しました。選手はこの大会を経験し、国体や全日本・世
界選手権へと活躍の場を広げていきます。いわば、
才能あふれる選手が集まる登竜門ですね。第１回
大会で活躍した選手が、今では日本代表として世
界で戦っていますよ。
　選手の励みになるよう、会場での熱い声援を
よろしくお願いします。

　

期
間
中
の
総
合
体
育
館
は
入
場
無
料
。
誰

で
も
観
戦
で
き
ま
す
。
全
国
ク
ラ
ス
の
選
手

の
激
闘
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

競
技
は
、形
と
組
手
の
２
種
目
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
数
の
敵
を
想
定
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
攻
防
の
手
順
を
、

一
つ
の
流
れ
で
表
現
す
る
演
武
。
練
度
や
正

確
さ
、
緩
急
な
ど
の
要
素
を
総
合
的
に
競
い

ま
す
。

　

形
に
は
、
観か

ん
く
う
だ
い

空
大
や
慈じ

お
ん恩
な
ど
の
名
前
が

あ
り
ま
す
。
選
手
は
形
名
を
元
気
よ
く
発
声

し
、
演
武
を
始
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

制
限
時
間
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
30
秒
の
対

戦
。相
手
に
６
点
差
を
つ
け
る
と
勝
ち
で
す
。

　

安
全
第
一
の
観
点
か
ら
、
相
手
の
体
に
触

れ
る
前
に
攻
撃
を
止
め
る
、
寸
止
め
が
前
提

で
す
。
突
き
や
蹴
り
が
当
た
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
反
則
と
な
り
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の

選
手
・
関
係
者
が
訪
れ
ま
す
。
一
緒
に

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
。

　

興
味
が
あ
る
方
は
、

気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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●停電に備え、携帯ラジオ・懐中電灯を用意する　●連
絡手段や集合場所を家族で決めておく　●災害用伝言ダ
イヤル「１７１」の利用方法を家族で確認する　●３日
分の飲料水・非常食などを備蓄する　●自宅周辺の指定
緊急避難場所や指定避難所、避難経路などを確認する

問合せ　防災・庁舎建設課（内線648）
生
活

１月14日午後０時25分、浦河沖を震源とするマグニチュ
ード6.7の地震が発生し、市内では震度４を観測しまし
た。このとき、多くの方が携帯電話・スマートホンなど
で「緊急地震速報」を受信したのではないでしょうか。

問合せ　保険年金課（内線709）
生
活

国民年金は、国内に住む20～59歳の全ての方が加入する
制度です。

保険料を未納のままにすると、将来受け取る老齢基礎年
金が少なくなったり、受給できなくなったりすることが
あります。納付が困難なときは、市役所保険年金課か各
出張所、年金事務所で免除の手続きをしてください。
＊本人と配偶者、世帯主の所得審査があります。退職し
た場合は、その方の所得審査をしない「失業による特例
免除」があります。

届け出をしてから約１カ月後に、日本年金機構から納付
書が送付されます。金融機関か郵便局、コンビニエンス
ストアで納付してください。口座振替やクレジットカー
ドで納付する方法もあります。
お得な前納割引制度　１年・６カ月分をまとめて前納す
ると安くなります

〈被保険者の種類〉 60歳未満で、これまで厚生年
金や共済年金などに加入して
いた第２号被保険者が退職し
た場合は、国民年金の第１号
被保険者になる届け出が必要
です。また、扶養されていた
配偶者は、第３号被保険者か
ら第１号被保険者に変更する
届け出をしてください。

必要書類　年金手帳・退職日が確認できる書類（社会保
険資格喪失証明書や離職票など）
申込み　市役所保険年金課か各出張所、年金事務所

第１号被保険者　自営
業・農林漁業・学生・
無職の方など
第２号被保険者　厚生
年金や共済年金の加入者
第３号被保険者　第２
号被保険者に扶養され
ている配偶者

問合せ　保険年金課（内線658）
生
活

就職や退職、転居などに伴って、届け出が必要です。14
日以内に手続きをしてください。
必要書類　本人確認書類・世帯主と異動する方の個人番号
＊この他に、下記にあるものをお持ちください。
申込み　保険年金課か各出張所
〈国保に加入するとき〉
●転入した＝特定同一世帯所属者異動連絡票・旧被扶養
者異動連絡票（いずれも該当者だけ）　
●勤務先の健康保険をやめた、扶養家族から外れた＝資
格喪失証明書
●任意継続している健康保険の期間が終了した＝資格喪
失証明書か任意継続の健康保険証（全員分）　
●子どもが生まれた＝健康保険証・世帯主の預金通帳など
●生活保護を受けなくなった＝生活保護廃止決定通知書

〈国保をやめるとき〉
●転出する＝健康保険証　
●勤務先の健康保険に加入した、扶養家族となった＝国
保と勤務先の健康保険証（全員分）か資格取得証明書　
●国保加入者が死亡した＝健康保険証・印鑑・会葬はが
き・喪主か施主の預金通帳など　
●生活保護を受ける＝健康保険証・生活保護開始決定通
知書　
〈その他に手続きが必要なとき〉
●住所や氏名、世帯主が変わった ＝健康保険証　
●就学で他市町村に住む＝健康保険証・在学証明書など　
●市外の施設や、介護保険の適用除外施設に入・退所す
る＝健康保険証・在所証明書
＊健康保険証をなくしたときも、手続きが必要です。

●頭を保護して机の下にもぐる　●屋外の場合は、屋根
や看板などの落下物から身を守る　●家具や冷蔵庫、窓
ガラスから離れる　●すぐに消火できる場合以外、揺れ
が収まってから火を消す　●電気のブレーカーを切り、
ガスの元栓を閉めてから避難する　●テレビやラジオ、
携帯電話、スマートホンなどから正確な情報を入手する

速報は、震源付近で観測した地震波を基に発表されます。
発表後、数秒から数十秒で大きな揺れが到達するといわ
れ、１月14日も速報受信後、数秒で揺れ始めました。
東日本大震災から間もなく５年。地震大国である日本は

いつ、どこで地震が発生するか分かりま
せん。速報を受信したときは、直ちに命
を守る行動を取ってください。また日頃
から、万が一に備えておきましょう。
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問合せ　環境課（内線825）
生
活

●家の周りをうろうろしているので捕獲してほしい
●子猫を産んだので何とかしてほしい
●庭や畑を荒らされたり、ふんや尿を
されて困っている
●近所で餌を与えている人がいて迷惑

犬を家族の一員として飼うことが多くなりました。しか
し、全ての方が犬好きとは限りません。
ルールとマナーを守って飼いましょう。

◆無駄ぼえを減らす
無駄ぼえは、根気強いしつけと適度な運動が必要です。
周りの方に迷惑が掛からないようにしましょう。

◆ふん
4 4

・尿は必ず片付ける
公園や道路、家の前などで始末していない犬のふんを見
掛けたり、春に雪の下から出てきたりします。散歩中の
ふんは必ず持ち帰りましょう。
尿は、なるべく自宅の敷地内でさせましょう。散歩中に
させるときは、周りの方の迷惑にならないよう綱で管理
しましょう。また、飼育場所は常に清潔に保ちましょう。

◆散歩するときは綱を引く
犬を放して散歩させるのはやめましょう。子どもを追い
掛けたり、人をかんだりする事故が毎年起きています。
「うちの犬は大丈夫」と思っていても、ほかの方には迷
惑です。散歩中は、綱を短めに持ちましょう。

◆ルール・マナー違反の場合は…
畜犬登録や狂犬病予防注射、放し飼い、ふんの始末を怠
った場合などは、法律や条例により罰せられることがあ
ります。

猫は、市が直接捕獲できる法律的な根拠がありま
せん。避妊・去勢手術をせずに放し飼いをしたり、
飼う気のない野良猫に餌を与えたりすることは、
無責任な行為であり、野良猫を増やす原因となり
ます。絶対にやめましょう。
◆猫を飼うときは…
病気や交通事故、行方不明になるのを防ぐため、
必ず室内で飼いましょう。また、飼い猫と分かる
よう首輪などを付けましょう。

捜しても見つからないときは、環境課や最寄りの交番、
千歳保健所（☎0123‒23‒3175）に連絡してください。

例）市が保護した日の…
当日
引き取り

8 5 0円（返還
手数料だけ）

翌日
引き取り
（１泊）

2,050円（返
還手数料と１
日分の飼養管
理手数料）

健所へ搬送します。市から犬
を引き取る場合は、手数料が
掛かります。
手数料
●返還手数料　１頭＝850円
●飼養管理手数料（２日目以
降）　１頭１日＝1,200円

◆放浪犬の管理手数料
市が放浪犬を捕獲・保護したときは、市役所で一時保護
します。３日たっても飼い主が見つからない場合は、保

自治会・町内会や個人の方に貸し出し
ます。看板面は縦60㎝×横40㎝で、高
さは140㎝です。
＊数に限りがあります。

◆外で飼う場合はおりなどに入れるか、鎖でつなぐ
鎖は２ｍ以内のものにしましょう。すり
減っていないか、首輪が抜けやすくなっ
ていないか、時々点検してください。
＊鎖が付いたまま逃げ出すことは、珍し
くありません。

◆狂犬病予防注射を受けさせる
毎年４月上旬ごろ、畜犬登録をした方に狂犬病予防注射
の案内を送付しています。動物病院での予防注射や、市
内の公園や会館などで実施する集
合注射を必ず受けさせましょう。
＊集合注射の日程などは、本紙５
月１日号でお知らせします。

日時　３月13日㈰　午前９時～午後４時
会場　個人番号カード特設交付会場（市役所第２庁舎平屋)

問合せ　総務課（内線677）
生
活

日時
農民研修センター ３月15日㈫ 午前10時

〜
午後４時

西の里公民館 ３月16日㈬・17日㈭
大曲会館 ３月25日㈮・26日㈯

＊出張交付では、通知カ
ードの交付は行いません。
＊期間中、市役所で通知
カードと個人番号カード
の交付は行いま
せん。ご注意く
ださい。

交付時の必要書類は、「個人番号カ
ード交付通知書」をご覧ください。
詳しくは、お問い合わせください。

個人番号カードの交付は、交付申請後
に郵送される「個人番号カード交付通
知書」（はがき）が届いている方が対象
です。
＊交付通知書が届くまでには、申請し
てから約３カ月ほどかかります。 号カ ド
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